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深
江
の
心
象
風
景
（
４
）

　
深
江
周
辺
の
風
景

筆
者　

岡　

田　

茂　

義

十
七
、
新
道
を
走
る
馬
車
型
自
動
車

頃
は
第
四
十
九
号
に
記
載
さ
れ
て
い
る
明
治
天
皇
崩
御
の
前
後
、
即
ち

明
治
時
代
の
終
末
期
で
あ
る
。
新し
ん
み
ち道
を
オ
ー
プ
ン
型
の
馬
車
に
エ
ン
ジ
ン

を
付
け
た
様
な
自
動
車
が
走
っ
て
来
る
。
我
々
子
供
達
（
何
れ
も
六
～
七

才
位
）
は
先
を
競
っ
て
車
と
共
に
一
緒
に
走
る
。
運
転
手
の
外
国
人
が
鞭む
ち

を
振
っ
て
、
我
々
を
振
り
払
お
う
と
す
る
。
一
度
そ
の
鞭
が
顔
に
当
っ
て

痛
か
っ
た
思
い
が
今
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

当
時
天
皇
陛
下
は
行
幸
の
際
、
数
頭
立
て
の
オ
ー
プ
ン
馬
車
を
ご
使
用

に
な
っ
た
。
そ
の
後
自
動
車
に
変
え
ら
れ
た
が
、
各
国
大
使
が
新
任
挨
拶

の
た
め
宮
中
へ
参
内
す
る
時
は
宮
内
庁
所
属
の
こ
の
馬
車
を
使
用
し
て
自

動
車
の
流
れ
の
中
を
悠
々
と
走
ら
せ
て
い
る
の
を
見
た
。

十
八
、
横よ
こ

屋や

の
ゴ
ル
フ
場

新し
ん

道み
ち

の
風
物
に
つ
き
一
件
書
き
添
え
る
。
青
木
と
魚
崎
と
の
間
に
新
道
に

沿
っ
て
大
き
な
草
原
が
あ
っ
た
。
地
名
は
横
屋
と
呼
ん
で
、
そ
こ
に
は
一
軒

の
家
も
無
か
っ
た
。

遥
か
南
を
眺
め
る
と

向
う
の
海
岸
に
は
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
の
煉
瓦

造
り
の
石
油
貯
蔵
倉

庫
が
あ
っ
た
。
そ
れ

と
新
道
と
の
間
の
広

漠
た
る
草
原
が
ゴ
ル

図１　明治 43年ごろの深江
浜街道から分岐して南側に新道

図２　大正 12年ごろの深江
新道が「街道」となり浜街道より太く描かれている

写真１　新道　岡田善蔵宅の南側附近
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フ
場
に
な
っ
て
い
て
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
人
達

が
プ
レ
ー
し
た
。
小
学

校
初
年
級
の
我
々
の
友

達
が
、
時
々
こ
の
コ
ー

ス
の
ロ
ス
ト
・
ボ
ー
ル

を
拾
っ
て
学
校
に
持
っ

て
来
る
。
皆
、
歓
声
を

上
げ
て
喜
び
、
ボ
ー
ル

を
切
り
開
い
て
中
の
ゴ

ム
糸
を
取
り
出
し
各
人

に
分
け
合
っ
た
。
こ
れ

が
皆
の
竹
製
模
型
飛
行

機
の
プ
ロ
ペ
ラ
を
廻
す

ゴ
ム
糸
と
な
っ
た
。

当
時
六
甲
ゴ
ル
フ
場
は
既
に
あ
っ
た
様
だ
。
後
記
し
て
あ
る
「
六
甲
ゴ

ル
フ
場
」
に
記
載
の
「
短
い
鉛
筆
」
に
依
る
と
、
明
治
三
十
四
年
英
国
人

グ
ル
ー
ム
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
い
る
。
横
屋
の
方
は
い
つ
始
め
ら
れ
た
か

知
ら
な
い
が
六
甲
と
並
行
し
て
存
在
し
、
而し

か

も
完
備
し
な
い
〝
ら
し
き
〟

ゴ
ル
フ
場
で
あ
っ
た
の
で
、
古
く
と
も
日
本
最
初
の
ゴ
ル
フ
場
と
は
云
い

難
い
。
又
、
そ
の
あ
と
横
屋
に
甲
南
ゴ
ル
フ
場
が
出
来
て
い
る
。
同
じ
く

「
短
い
鉛
筆
」
に
よ
る
。
南
郷
三
郎
（
ゴ
ル
フ
界
の
重
鎮
）
等
に
よ
る
も
の

と
思
う
。
或
期
間
こ
の
名
前
の
下
で
そ
の
草
原
が
利
用
さ
れ
て
い
た
様
だ
。

十
九
、六
甲
ゴ
ル
フ
場

南
郷
茂も
ち

宏ひ
ろ

「
短
い
鉛
筆
」
に
よ
る
と
英
国
人
グ
ル
ー
ム
に
よ
っ
て
、
六

甲
山
上
に
日
本
で
初

め
て
四
ホ
ー
ル
の
ゴ

ル
フ
場
が
造
ら
れ

た
。
彼
は
明
治
元
年

二
十
二
才
の
時
来
朝

し
、
ゴ
ル
フ
場
を
造

る
数
年
前
に
六
甲
山

最
初
の
別
荘
を
建
て

た
。
六
甲
山
の
開
拓

者
で
も
あ
る
。
そ
の

後
、
社
団
法
人
神
戸

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
と
し

て
日
本
人
も
入
会
さ

せ
、
明
治
四
十
年
に

は
、
一
八
ホ
ー
ル
を

オ
ー
プ
ン
し
た
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。
然

し
、
戦
後
私
が
プ
レ
ー
し
た
時
は
二
～
三
ホ
ー
ル
の
不
足
が
あ
っ
た
こ
と

を
記
憶
し
て
い
る
。
峻け

わ

し
い
ホ
ー
ル
を
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。

外
国
人
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
ゴ
ル
フ
場
で
あ
る
の
で
、
ク
ラ
ブ
・
ハ
ウ

ス
内
の
表
示
も
日
本
離
れ
し
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
戸
惑
っ
た
。
Ｗ
・

Ｃ
の
表
示
の
所
が
、
正
式
に
ウ
オ
ー
タ
ー
・
ク
ロ
セ
ッ
ト
（W

ater closet

）

と
書
い
て
あ
る
の
で
便
所
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
今
で
も
そ
れ
等
の
難
し

い
表
示
が
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
持
ち
運
ぶ
ク
ラ
ブ
の
呼
び
方
も
同
様
で

図３　横屋ゴルフ場とスタンダード石油（『魚崎町誌』）

写真２　神戸ゴルフ倶楽部（絵はがき「六甲山上ゴルフ遊戯場」）
昭和７年改修前の初代倶楽部ハウスが写っている
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ド
ラ
イ
バ
ー
は
Ｗ
・
１
、

ス
プ
ー
ン
は
Ｗ
・
３
、
ブ

ラ
ッ
シ
ー
は
Ｗ
・
４
、

マ
ッ
シ
ー
は
ア
イ
ア
ン
の

５
、
マ
ッ
シ
ー
・
ニ
ブ

リ
ッ
ク
は
ア
イ
ア
ン
の

８
、
そ
れ
に
パ
タ
ー
と
計

六
本
く
ら
い
で
廻
っ
た
の

だ
ろ
う
。
我
孫
子
ゴ
ル
フ

場
の
会
誌
に
よ
る
と

driver

は
飛
ば
すclub

、

spoon

は
そ
の
形
、
バ
ッ

フ
ィ
ー
は
球
を
打
っ
た
時

の
擬
音
、
ブ
ラ
ッ
シ
ー
は

ブ
ラ
ス
（brass

、
真し
ん
ち
ゅ
う鍮
）

を
底
に
張
り
付
け
た
か
ら
と
あ
る
。「
何
か
ち
ょ
っ
と
し
た
思
い
つ
き
で
愛

称
が
始
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」
と
書
い
て
あ
っ
た
。

尚
、「
マ
ッ
シ
ー
」
と
は
伊
達
男
、「
ニ
ブ
リ
ッ
ク
」
は
醜ぶ

男お
と
こ

の
意
味
で

あ
る
こ
と
も
面
白
く
付
記
さ
れ
て
い
た
。

六
甲
ゴ
ル
フ
場
で
プ
レ
ー
す
る
メ
ン
バ
ー
は
籠か
ご

（
荷
い
籠
）
で
山
上
ま

で
担
ぎ
上
げ
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
籠
舁か

き
の
一
人
が
有
名
な
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
に
な
っ
た
。
宮
本
留
吉
で
あ
る
。
彼
は
日
本
オ
ー
プ
ン
を
六
度
制

覇
し
、
全
米
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ビ
リ
ー
・
バ
ー
ク
と
プ
レ
ー
・
オ
フ
し
、

ボ
ビ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
に
も
勝
っ
た
記
録
を
持
っ
て
い
る
。
ゴ
ル
フ
界
の

リ
ー
ダ
ー
赤
星
六
郎
の
コ
ー
チ
を
受
け
た
。

二
十
、
大
阪
湾
を
往
復
し
て
い
た
貨
物
運
搬
船

深
江
の
浜
か
ら
沖
を
見
れ
ば
、
い
つ
も
黒
い
貨
物
船
（
艀
は
し
け

型
の
運
搬
船
）

が
西
へ
東
へ
と
往
来
し
て
い
た
。
神
戸
港
と
大
阪
港
を
連
絡
す
る
運
搬
船

で
そ
の
往
来
は
絶
え
な
か
っ
た
。

当
時
工
場
の
あ
ら
ゆ
る
機
械
は
総す

べ
て
蒸
気
機
関
で
動
か
し
た
。
そ
の

燃
料
は
石
炭
で
あ
る
。
大
阪
へ
行
く
時
阪
神
電
車
で
淀
川
の
鉄
橋
を
渡
る

と
途
端
に
空
が
曇
る
。
こ
の
地
区
の
数
多
い
中
小
企
業
の
工
場
に
林
立
す

る
煙
突
か
ら
の
煙
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
燃
料
の
石
炭
は
何
れ
も
九

州
、
四
国
、
或
は
輸
入
さ
れ
た
も
の
を
神
戸
港
で
運
搬
船
に
積
み
替
え
て

大
阪
港
に
運
ん
だ
。

当
時
、
日
本
の
輸
出
品
の
第
一
位
は
二
位
と
格
段
の
差
で
綿
製
品
で
あ
っ

た
。
鉄
鋼
製
品
は
、
ま
だ
輸
入
の
段
階
で
あ
っ
た
。
大
阪
地
区
は
東
洋
紡
、

日
本
紡
、
呉
羽
紡
等
の
根
拠
地
で
あ
り
、
こ
れ
等
の
工
場
の
製
品
は
何
れ

も
こ
の
運
搬
船
で
神
戸
港
に
輸
送
さ
れ
、
大
型
船
舶
に
積
み
替
え
て
総
て

中
国
へ
輸
出
さ
れ
た
。

こ
の
様
に
往
復
の
貨
物
が
多
量
に
存
在
し
た
の
で
運
搬
船
も
数
多
く
、

後
か
ら
後
へ
と
続
い
て
姿
を
現
し
て
い
た
。
因ち

な
み

に
鐘
紡
は
そ
の
拠
点
を
関

東
の
鐘
ヶ
渕
か
ら
神
戸
に
移
し
た
。

二
十
一
、
自
作
農
の
経
験

　
　
　
　

並
び
に
そ
の
時
の
台
風
に
関
連
し
て
の
鵺ぬ
え

塚

戦
争
と
共
に
食
糧
事
情
が
逼
迫
し
て
、
年
貢
と
し
て
納
ま
っ
て
い
た
米

俵
が
金
納
に
変
わ
っ
て
行
っ
た
。
已や

む
を
得
ず
自
作
農
を
考
え
、
偶
々
小

作
に
出
し
て
な
い
一
畝
（
三
十
坪
）
程
の
小
さ
い
田た
ん
ぼ圃
（
田で
ん

地ち

）
が
残
っ

て
い
た
の
で
、
こ
れ
に
水
を
引
入
れ
苗
を
植
え
て
丁
寧
に
草
取
り
も
続
け

た
。
昭
和
二
十
年
終
戦
の
年
で
あ
る
（
昭
和
十
九
年
の
記
憶
違
い
―
以
下
、

写真３　六甲山の籠舁き（絵はがき「有馬六甲山道」）
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台
風
の
名
称
も
同
様
で
、
茂
義
氏
自
身
の
補
注
参
照
）。
処
が
、
有
名
な

ジ
ェ
ー
ン
台
風
の
襲
来
で
稲
が
皆
倒
れ
全
滅
し
た
。
翌
年
、
こ
れ
又
室
戸

台
風
の
直
撃
を
受
け
、
田
に
海
水
が
入
り
丁
度
穂
に
花
が
付
い
た
時
で
あ
っ

た
の
で
花
粉
が
散
っ
て
し
ま
い
、
二
、三
日
後
穂
が
白
く
変
わ
り
枯
れ
た
。

そ
の
明
く
る
年
、
昭
和
二
十
二
年
漸
く
僅わ
ず

か
な
が
ら
収
穫
す
る
こ
と
が
出

来
た
。

室
戸
台
風
と
云
え
ば
次
の
様
な
思
い
出
が
あ
る
。
芦
屋
の
業
平
橋
に
鵺

塚
と
云
う
の
が
あ
る
。
鵺
が
黒
雲
に
乗
っ
て
稲
妻
を
光
ら
せ
、
雷
音
を
轟
と
ど
ろ

か
せ
て
御
所
の
屋
根
に
飛
び
乗
っ
て
来
た
。

源げ
ん

三ざ
ん

位み

頼
政
が
暗
い
闇
の
中
、
す
か
さ
ず
強
弓
を
以
て
矢
で
鵺
を
射
落

と
し
た
。
大
き
な
音
を
立
て
て
屋
根
か
ら
転
ろ
げ
落
ち
た
の
で
、
家
来
の

猪い

の
早は
や
た太
が
真
っ
暗
い
中
を
音
の
方
向
に
走
っ
て
行
っ
た
処
、
思
わ
ず
左

近
の
桜
に
突
き
当
っ
た
が
、
駆
け
寄
り
鵺
の
首
を
打
ち
落
と
し
た
。
死
体

は
桂
川
に
捨
て
ら
れ
、
流
れ
流
れ
て
芦
屋
の
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
鵺
塚

と
な
っ
た
由
来
が
あ
る
。

室
戸
台
風
襲
来
の
時
、
京
都
の
奥
に
あ
る
清
滝
も
大
き
な
被
害
を
受
け

た
。
旅
館
の
従
業
員
が
清
滝
川
に
流
さ
れ
た
。
そ
の
遺
体
が
保
津
川
に
流

れ
込
み
、
桂
川
を
経
て
淀
川
に
流
さ
れ
遂
に
海
に
入
る
。
こ
れ
が
海
流
に

乗
っ
て
芦
屋
の
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

芦
屋
の
浜
に
打
上
げ
ら
れ
て
鵺
塚
と
な
っ
た
不
思
議
な
漂
流
コ
ー
ス
の

実
証
が
、
こ
の
室
戸
台
風
に
よ
る
清
滝
か
ら
の
漂
流
事
実
を
以
て
現
実
に

証
明
さ
れ
た
。
こ
れ
は
学
友
故
安
村
慶
次
郎
君
の
実
証
で
あ
り
信
ず
べ
き

も
の
と
思
う
。
業
平
橋
は
今
は
海
辺
よ
り
遥
か
上か
み

の
方
に
あ
る
が
昔
は
こ

の
辺あ
た

り
ま
で
海
辺
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。

註　

こ
の
度
拙
書
を
ご
覧
下
さ
っ
て
訂
正
す
べ
き
箇
所
の
参
考
資
料

（
国
立
天
文
台
編
理
科
年
表
）
を
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
自
作
農
を
始
め
た
の
は
終
戦
の
前
年
昭
和
十
九
年
と
し
台
風
の
呼

称
を
次
の
通
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

ジ
ェ
ー
ン
台
風　

昭
和
十
九
年
十
月
七
日　
　

台
風
（
呼
称
な
し
）

室
戸
台
風　
　
　

昭
和
二
十
年
九
月
十
七
日　

枕
崎
台
風

昭
和
二
十
一
年
は
台
風
襲
来
無
く
収
穫
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

当
時
我
々
の
中
学
校
の
教
育
は
受
験
勉
強
だ
け
の
も
の
で
な
く
、
人
格

養
成
を
重
視
し
て
訓
練
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
円
満
な
人

格
を
作
る
た
め
に
笑
い
の
部
門
も
設
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
狂
言
・
川
柳
・

狂
歌
な
ど
が
国
語
の
教
科
書
の
中
に
出
て
来
た
。

そ
の
暗
さ
早
太
桜
に
突
き
当
た
り

写真４　鵺塚
（天保７年「摂津名所旧跡細見大絵図」）
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既
に
記
載
し
た
通
り
猪
の
早
太
が
大
き
な
音
を
立
て
て
射
落
と
さ
れ
た

鵺
を
捕
ら
え
よ
う
と
前
後
を
忘ぼ
う

ず
る
闇
の
中
を
走
り
、
暗
さ
の
た
め
思
わ

ず
左
近
の
桜
に
こ
れ
も
大
き
な
音
を
立
て
て
突
き
当
た
っ
た
（
鵺
は
梅
若

謡
本
第
一
七
巻
参
照
）。
中
学
生
に
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
を
教
え
込
む
狙
い

で
あ
る
。
こ
の
読
本
に
は
早
太
の
川
柳
の
次
に
こ
の
狂
歌
が
続
い
て
い
た
。

早さ
わ
ら
び蕨
が
握
り
拳
を
振
り
上
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
の
横
面つ
ら

春
風
ぞ
吹
く

狂
言
で
は
大
蔵
流
の
茂
山
師
の
狐
の
出
る
狂
言
「
釣
り
狐
」
を
講
堂
で

演
じ
て
も
ら
っ
た
。
子
狐
が
キ
ョ
キ
ョ
と
叫
び
な
が
ら
飛
び
廻
る
。
こ
れ

を
真
似
て
廊
下
を
キ
ョ
キ
ョ
と
飛
び
廻
っ
た
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
七
月
一
八
日
（
火
）「
朝
日
新
聞
」
天
声
人
語

に
「
川
柳
が
高
校
の
国
語
教
科
書
に
登
場
す
る
そ
う
だ
。
来
年
度
か
ら
使

わ
れ
る
教
育
出
版
の
高
校
国
語
Ⅱ
に
作
家
田
辺
聖
子
さ
ん
の
随
筆
「
川
柳

で
ん
で
ん
太
鼓
」
が
引
用
さ
れ
箕
面
市
に
住
む
杉
本
一
本
杉
さ
ん
の
川
柳

が
紹
介
さ
れ
る
。（
天
高
く
月
夜
の
カ
ニ
に
御
座
候
）
と
云
う
句
だ
。
月
夜

の
カ
ニ
は
月
光
を
恐
れ
て
餌
を
あ
さ
れ
な
い
の
で
肉
が
つ
か
な
い
と
、
杉

本
さ
ん
は
小
さ
い
頃
父
親
か
ら
教
え
ら
れ
た
。
痩や

せ
て
い
た
の
で
月
夜
の

カ
ニ
と
も
か
ら
か
わ
れ
た
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

漸
く
川
柳
が
高
校
の
教
科
書
に
出
て
来
る
よ
う
だ
が
我
々
の
中
学
で
は

既
に
川
柳
は
狂
歌
と
共
に
教
科
書
に
載
っ
て
お
り
、
ユ
ー
モ
ア
の
育
成
に

よ
る
人
格
養
成
が
早
く
か
ら
配
慮
さ
れ
て
い
た
。

史
料
館
日
誌
抄

史
料
館
副
館
長　

道　

谷　
　
　

卓

　
　
　
　
　
　

二
〇
二
三
年
四
月
～
二
四
年
三
月

〈
二
〇
二
三
年
﹀

４
月
１
日　

�

神
戸
市
立
図
書
館
の
予
約
図
書
受
取
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
時

間
を
午
後
０
時
30
分
か
ら
午
前
11
時
か
ら
に
早
め
る
。

　
　

20
日　

神
戸
高
低
差
学
会�

（
見
学
者　
　

二
〇
名
）

　
　

25
日　

季
節
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
「
端
午
の
節
句
」
に
展
示
替
え

　
　

30
日　

東
灘
区
長
が
来
館

６
月
４
日　

戦
争
を
語
り
つ
ぐ
会�

（
見
学
者　
　

四
〇
名
）

　
　

10
日　

季
節
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
「
夏
の
風
物
詩
」
に
展
示
替
え

　
　

17
日　

甲
南
大
学
文
学
部�

（
見
学
者　
　

一
八
名
）

７
月
16
日　

�

ひ
ょ
う
ご
プ
レ
ミ
ア
ム
芸
術
デ
ー
に
協
賛
し
、
田
中
邦
彦

画
伯
の
作
品
を
展
示

８
月
５
日　

本
山
南
婦
人
会�

（
見
学
者　
　

一
三
名
）

９
月
３
日　

季
節
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
「
中
秋
の
名
月
」
に
展
示
替
え

10
月
１
日　

�

企
画
展
示　

田
中
邦
彦
画
伯
「
東
神
戸　

懐
か
し
の
風
景

展
」
開
始
（
12
月
３
日
ま
で
）

　
　

17
日　

本
山
第
三
小
学
校
三
年
生�

（
見
学
者　
　

九
二
名
）

　
　

28
日　

東
灘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会�

（
見
学
者　
　

五
七
名
）

12
月
３
日　

�

２
階
の
深
江
文
化
村
コ
ー
ナ
ー
を
拡
張
し
、
旧
古
澤
邸
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
資
料
を
展
示
す
る
。

　
　

６
日　

季
節
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
「
正
月
の
風
景
」
に
展
示
替
え

１
月
23
日　

東
灘
小
学
校
三
年
生�

（
見
学
者　

一
四
六
名
）

　
　

30
日　

福
池
小
学
校
三
年
生�

（
見
学
者　

一
三
七
名
）

２
月
３
日　

季
節
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
「
ひ
な
ま
つ
り
」
に
展
示
替
え

資
料
寄
贈
者
ご
芳
名
（
敬
称
略
）
二
〇
二
三
年
四
月
～
二
四
年
三
月

　

山
田
良
子
／
嘉
門
千
晴
／
大
国
正
美
／
真
陽
小
学
校
／
古
澤　

弘
／

　

田
中
千
尋�

（
道
谷　

卓
記
）


